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松
宮
教
授
帰
国
さ
る

去
る
八
月
二
十
七
日
、
大
井
教
授
等
と

共
に
米
国
に
向
け
出
発
さ
れ
た
松
宮
誠
一

教
授
は
、
米
国
歯
科
百
年
祭
に
お
け
る
講

演
を
果
さ
れ
ロ
ン
ド
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
、
ス
エ

l
デ
ン
、
パ
リ
ー

を
歴
訪
さ
れ
、
十
月
八
日
午
前
十
時
五
分

夫
人
同
伴
に
て
元
気
に
帰
国
さ
れ
た
。

入
江
義
次
君

μ

東
京
都
歯
科

医
師
会
々
長
H

に
就
任

井
上
真
前
東
京
都
歯
科
医
師
会
会
長
の

辞
任
に
伴
い
、
会
理
事
退
任
後
の
同
会
会

長
に
、
本
会
顧
問
入
江
義
次
君
が
就
任
せ

ら
れ
た
。
同
時
に
本
会
会
員
か
ら
、
専
務
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欧米視察旅行中の 「大井教授」よりのお便り

理
事
と
し
て
林
清
君
、
理
事
と
し
て
、
速

一
下
に
山
-
悔
し
、
二
一地
区
に
わ
た

っ
て
住
民

藤
荘
三
郎
、
岡
本
伝
の
両
君
が
そ
れ
ぞ
れ

一
の
戸
別
、
個
人
調
査
及
び
当
該
地
区
歯
科

就
任
さ
れ
た
。

一
医
師
の
患
者
調
査
を
実
施
し
た
。
阪
療
保

1

1
1
1
10
1
li
-
-
1
1
1
1
1

障
の
進
展
に
伴
う
歯
科
医
療
の
社
会
化
の

厚

生

省

の

委

嘱

に

よ

る

一
方
向
に
新
ら
し
い
資
料
が
得
ら
作
る
も
の

歯

科

医

療

重

要

調

査

行

わ

る

一
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
特
に
歯
科
の
領
域

か
ね
て
母
校
は
厚
生
省
か
ら
委
嘱
を
受

一
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
の
効
果
に
関
す

け
、
福
島
学
長
調
査
の
下
に
「
医
療
保
障

一
る
問
題
は
こ
う
し
た
調
査
に
よ
る
こ
と
な

下
に
お
け
る
歯
科
医
療
需
要
の
す
う
勢
に

一
く
し
て
は
正
し
い
デ

l
タ
は
求
め
ら
れ
な

関
す
る
研
究
」
を
行
っ
て
き
た
が
、
本
年

一
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
一
部
の
「
第
一
次
産
業
地
区
に
お
け

一

岡
県
下
の
調
査
に
関
し
歯
科
医
師
会
、

る
低
所
得
階
層
の
歯
科
医
療
需
要
と
診
療
一
県
衛
生
部
の
的
篠
な
配
慮
に
よ
り
予
定
通

閣
の
実
態
調
査
」
が
社
会
科
学
研
究
室
の

一
り
完
了
し
た
こ
と
は
調
査
担
当
者
一
同
が

木
下
隆
治
教
授
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

同

一
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又
母
校

教
授
と
教
室
員
二
名
、
学
生
十
四
名
は
八

一
同
窓
会
員
が
示
さ
れ
た
厚
情
も
忘
れ
る
こ

月
二
日
か
ら
二
週
間
に
わ
た
り
鹿
児
島
県

一
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

に
大
方
の
行
事
が
終
り
ま
し
た
の
で
、

)

十
八
日
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ヮ
シ
ン

一

ト
ン
、
十
九
日
ボ
ス
ト
ン
に
行
き
、
そ

一

れ
ぞ
れ
大
学
や
そ
の
他
の
視
察
を
終
り

一

ま
し
た
。

二
十
日

ニュ

ー
ヨ
ー

ク
に
帰

一

り
一
泊
し
て
、
二
十
一
日
(
本
日
)
ロ

一

ン
ド
ン
へ
渡
り
ま
す
。

一

何
れ
詳
細
の
御
報
告
を
申
し
上
げ
ま

一

す
が
、
ア
メ

一

リ
カ
ヱ
ム
ム
ハ

A

東

歯

同

窓

会

;

』

l
l

「

こ
と
と
、
サ

御

一
同

様

ン

フ

ラ

ン

シ

一

ス
コ
以
外
は

一

余
り
清
潔
で

一

ニュ

ー
ヨ
ー
ク
に
で
な
く
、
日
本

一

の
都
市
の
不

↑

大

井

清

詞

潔

さ

が

似

て

一

お
る
こ
と
も

一

感
じ
ま
し
た
。
唯
建
築
物
が
高
い
の
が

一

多
い
こ
と
と
、
自
動
車
が
多
す
ぎ
て
、

一

市
内
は
却
っ
て
歩
い
た
方
が
速
い
場
合

一

が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
小
供
の
遊
び

一

場
が
少
な
い
の
は
気
の
毒
な
感
が
致
し

一

ま
す
。

一

お
蔭
で
元
気
で
す
か
ら
、
皆
様
へ
よ

一

ろ

し

く

御

鳳

声

下

さ

い

初

々

一

々
を
多
く
見
ま
し
た
し
、
日
本
語
が
良

く
通
じ
ま
し
た
。
二
十
八
日
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス

コ
に
飛
び
ま
し
た
。
こ
の
町

は
実
に
整
然
と
し
た
立
派
な
都
市
で
、

こ
れ
ま
た
驚
い
た
こ
と
に
は
、
殆
ん
ど

歩
い
て
お
る
人
を
見
ま
せ
ん
で
し
た
。

道
路
は
清
潔
で
康
、
紙
な
ど
は
非
常
に

少
な
く
、
ア
メ
リ
カ
と
は
こ
ん
な
都
市

御

下 欽キ場泊こい走ス道 し無後よしのにワ卜 座配 し 米
駄 しキ やしとるつピ路到た事四くたではイ分八い慮て視前
やま海ホ翌で人て |が着。ホ時 、が多初に羽月まを は 察 略

、草し岸ノ日すをおドよ第 ノ(八 、少め飛回二し戴 、に
!胤た 、ノ 、 。始る ・ 〈ー ノ 時 月 仲 不 て び を 十 た き公出小
tを。真ルパ小んこア 、番 ル差 二々安乗ま出七。誠 私発生
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iてノ等院ツテな 、し車象 き 間 日 地 り し 。 、後 り多にに
iいルを 、プルか歩てがは ま〉午がまた飛ー十 難大つよ
}るで見ワルについ 行路時うのきり
人 は 物 イ エーたて ~市片\ 機ハ三 御御ま欧

-，，'ず2・ーーー"，¥，i 告大 き経ゼば
さに ア まてルサか
れ行 メ し 九スンり

，てわリた月 、フか
、おれカ 。九シラと
り 、歯 臼カン度
ま出科 、ブシ胆
し席医 ニ 、スを
た者師 ユパ コ抜
。三会 | ッかか

九万の ヨ ハ ら れ
、月 五行 lロ ロま
十千事 ク |スし
七とが に 等 ア た
日報盛 着をン

り各 御 次る れの 一年 九が 総
し学会入第会て例月二回母会来 盲

て会費会で員い会に月目校のる 杢
い毎はをあ各るあ総 、ので前ト 尽
るに年切り位。る会六学閥日 一 歯
。プ額望 、のこいを月会催 、月 来 1

今ロ三す多御れは聞にでさ東 二 立
回グ Oる数使は総催そあれ京日 瓦
のラ O次 の 宣 地 会 し れ る る 歯 、 細1~学
学ム 円 第同を方の 、ぞ。。科す 円ん
会 、でで窓考か前常れこ今大な ーι ょ
に抄 、あ校慮ら日に例の凶学わ 案云
も録会る友し上に本会学は 々ん の
基を員。諸て京開向を会第会 出

礎御に 君いさ催窓
臨送は のるれさ会十w毎四会会

なる るれしを会映「イ演研「るわ床
け場本。入し、お当もガ !が究本管れ併
れ 合 学 会 研 待 日 行 ン ス 行 の 学 周 、わ
ばは会 を究ちでわ細トわ現に基回せ
な入に 喜業すもれ!抱マれ況お質熊 て
ら会お ん綴る結る」ンる 」 けに助ノミ
なのい でを次構 υ とカ υ とるつ教卜
い ー|て Jj{ I=l第 、人題ラな組 ノl、L‘f受

、研 けにで多会す|おす児ての題
会究 る 、あ数受るフ 、る歯」「の
員発 こ耳る諸付学ィ講ニ科と象研
資表 とに。氏は術ル演題学関牙究
絡 を 昨 、 必の 、 映ム終のに ~H 質発
を行 時吸ず御二画に了特関教に表
持 わ 信収や入日のよ後別す授おが
たれ すさ新会学上る 、諮るのけ行

知

り

せ

学
校
法
人
事
業
部
で
は
懸

L

采
の
保
険
代
川
業
務
を
正
式
に

開
始
し
ま
し
た
。
|司
位d

父
兄
並
び
に
教
職
員
各
位
は
い
山
苧

業
部
を
通
じ
て
保
険
に
加
入
さ
れ
大
学
の
辺
討
に
御
協
ル

下
3
い
。

生
命
保
険

二
井

生

命

保

険

制

五

会

社

同

「
代
田
生
命
保
険
制
立
会
社

火
災
保
険

大
正
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

(
右
保
険
事
務
は
大
学
訓
査
部
で
取
扱
い
ま
す
か
ら
御
連

絡
下
さ
い
。

院
ち
に
い
守
従
職
員
を
派
泣
じ
ま
す
。

学
校
法
人
東
京
歯
科
大
学
保
険
事
業
部



第70号

十

五

号

台

風

に

よ
り

愛
知
、

に
整
恕
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
た
。
と
く
に

富
田
、
山
中
両
先
生
宅
の
前
の
道
路
は
膝

岡
崎
の
竹
内
武
幹
、
鳥
居
志
三
、
八
回

一
ま
で
海
水
が
来
て
お
り
、
大
橋
先
生
と
と

一
辰
雄
、
清
水
己
喜
蔵
、
西
尾
の
成
田
喜
作
も
に
、
地
下
足
袋
を
買
っ
て
訪
問
し
た
。

一
一
大
野
重
夫
の
諸
先
生
を
訪
れ
た
が
、
ひ
ど
な
お
、
こ
の
日
は
何
十
年
に
一
回
と
い
う

一
い
被
害
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
西
尾
の
柴
親
潮
に
当
る
の
で
、
満
潮
時
に
は
、
さ
ら

一
回
久
三
郎
先
生
の
家
は
床
上
二
尺
の
浸
水

一
に
婚
水
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
港
区

一
で
、
盛
ん
に
家
の
中
を
整
理
し
て
お
ら
れ
の
白
川
達
郎
先
生
は
床
上
四
尺
の
浸
水
で

+
た
。
建
南
の
盛
田
秀
雄
、
加
藤
純
司
両
先
す
ぐ
隣
り
の
お
寺
の
庭
に
は
、
沢
山
の
棺

一生
も
殆
ん
ど
異
常
が
な
か
っ
た
。
碧
海
郡

一
が
並
ん
で
い
た
。
心
配
し
て
い
た
南
区
の

一
の
神
谷
守
先
生
は
床
ス
レ
ス
レ
ま
で
浸
水

一
三
宅
研
平
先
生
の
御
宅
は
床
下
浸
水
程
度

一
を
受
け
た
が
、
す
で
に
元
気
に
診
療
を
始

一
で
、
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。
し
か
し

一
め
て
お
ら
れ
た
。
こ
こ
を
少
し
下
っ
た
田
金
子
裕
、
森
川
安
平
、
青
木
二
郎
の
諸
先

一
の
中
で
は
、
沢
山
の
血
辰
夫
達
が
稲
の
穂
だ
生
は
、
目
下
屋
根
ま
で
水
に
つ
か
っ
て
お

一
け
を
刈
っ
て
い
た
。
こ
の
路
辺
に
は
大
き
る
た
め
、
二
階
住
い
を
な
さ
れ
て
い
る
が

一
な
乳
牛
が
死
ん
で
お
り
、
当
時
の
惨
状
が

一舟
を
用
い
な
い
と
全
く
寄
り
つ
け
な
い
と

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
害
の
如
何
に
大

一
偲
ば
れ
た
。
幡
豆
郡
の
小
野
聞
広
亮
先
生

一
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
宅
先
生
は
、
こ
れ

き
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、

一
は
冠
水
間
違
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た

一
ら
の
先
生
方
と
常
に
連
絡
を
取
ら
れ
、
救

日
々
の
新
聞
や
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

一
が
、
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
援
物
資
を
送
っ
て
お
ら
れ
た
。
夜
と
同
期

す
で
に
報
導
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

一

-

の
安
倍
英
之
助
君
は
住
宅
が
現
在
床
近
く

私
は
学
長
先
生
の
命
に
よ
っ
て
、
大
き
な
く
判
別
の
つ
か
な
い
よ
う
な
悲
惨
な
と
こ

&

尾

張

支

部

ま
で
水
に
浸
っ
て
お
り
、
家
族
は
一
宮
の

災
害
を
受
け
た
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
の
東
ろ
も
各
所
に
あ
っ
た
。
し
か
し
私
の
訪
問

川
崎
義
人
君
の
家
に
避
難
さ
れ
て
い
た
。

海
三
県
の
同
窓
見
舞
に
出
掛
け
た
。
出
発
も
し
く
は
連
絡
の
で
き
た
範
聞
に
限
っ
て

一

半
田
市
内
で
優
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
し
か
し
安
倍
君
の
診
療
室
は
他
区
に
あ
る

し
た
臼
は
台
風
通
過
の
三
日
後
の
九
月
二

は
、
同
窓
な
ら
び
に
そ
の
家
族
の
生
命
に
場
所
は
干
拓
地
で
、
同
窓
は
す
べ
て
本
町

た
め
、
全
く
安
全
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

十
九
日
で
、
東
海
道
線
の
や
っ
と
開
通
し
関
す
る
よ
『
な
こ
と
は
全
く
見
ら
れ
ず
、

に
お
ら
れ
る
の
で
、
家
屋
の
倒
壊
し
た
り
津
島
は
目
下
冠
水
中
で
、
井
本
雅
洋
、

た
日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
東
三
河
、
商
三一

ま
た
家
屋
の
全
壊
し
た
方
も
な
か
っ
た
こ
生
命
を
失
っ
た
方
は
全
く
な
か
っ
た
。
し
堀
内
欽
次
郎
、
岩
田
淳
先
生
の
状
況
は
全

河
、
尾
張
、
岐
阜
、
三
重
の
各
支
部
の
同

一
と
は
不
幸
中
の
幸
い
と
考
え
ら
れ
た
。

か
し
小
林
倉
吉
、
梶
川
尚
両
先
生
は
共
に
く
分
ら
な
か
っ
た
。
瀬
戸
の
加
藤
正
和
、

窓
を
訪
れ
い
大
阪
を
廻
っ
て
十
月
四
日
に

1

束
三
河
支
部

床
上
三
、
四
尺
の
浸
水
を
受
け
、
診
療
の
知
多
郡
の
斎
藤
善
太
郎
両
先
生
は
家
屋
半

帰
京
し
た

で

き

る

態

勢

に

は

程

遠

い

状

態

で

あ

っ

壊

、

常

滑

の

井

上

稜

、
久
野
明
先
生
は
床

被
災
地
は
き
わ
め
て
広
範
囲
に
わ
た
り

e

豊
橋
の
西
村
禎
日
明
、
彦
坂
武
、
山
本
弥
た
。
村
井
進
先
生
は
大
し
た
被
害
も
な
か
上
浸
水
と
の
報
告
が
あ
っ
た
が
、
訪
問
す

と
く
に
海
岸
線
の
各
地
ゆ
悲
惨
な
状
態
を

一
市
の
各
先
生
を
訪
問
し
た
。
こ
の
市
内
の
っ
た
。
村
井
先
生
に
市
内
に
お
い
て
夕
飯
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
海
部
郡

呈
し
て

い
た
。
交
通
機
関
は
各
所
で
寸
断
同
窓
に
は
大
き
な
災
符
を
受
け
た
方
は
な
を
御
馳
走
に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
場
の
加
賀
潔
先
生
は
被
害
甚
大
と
考
え
ら
れ

さ
れ
、
篭
気
は
な
く
、
電
話
連
絡
の
で
き

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
直
ち
に
被
所
で
は
夕
飯
は
全
く
取
れ
な
い
と
覚
悟
し
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
確
報
は
え
ら

な
い
と
こ
ろ
が
少
く
な
か
っ
た
の
で
、
被
災
地
の
蒲
邪
に
向
っ
た
。
蒲
辞
市
内
で
被
て
い
た
の
に
、
感
激
の
外
は
な
か
っ
た
。
れ
な
か
っ
た
。

災
を
予
想
さ
れ
る
同
窓
で
も
、
訪
問
も
し
害
の
比
較
的
少
か
っ
た
山
田
浩
司
府
の
白
名
古
屋
市
内
で
は
被
害
の
比
較
的
少
な

一
宮
で
は
滝
義
胤
、
川
崎
義
人
先
生
を

く
は
連
絡
の
つ
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
動
車
で
、
床
上
=
.
尺
の
浸
水
を
受
け
た
稲
か
っ
た
大
橋
俊
次
郎
、
中
川
博
史
、

川
崎
訪
れ
た
が
、
市
内
同
窓
に
は
大
し
た
被
害

る
。
こ
の
地
方
で
は
二
般
に
、
屋
根
一え
が
垣
瑞
次
、
小
笠
原
敏
夫
、
梶
剛
の
諸
先
生
義
人
の
諸
先
生
を
訪
れ
、
川
崎
先
生
の
自
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
尾

飛
ん
だ
り
、
窓
が
破
れ
た
り
、
壁
が
落
ち
を
、
電
気
の
全
く
な
い
暗
夜
を
つ
い

て
訪

動

車

で
、
三
先
生
と
と
も
に
、
愛
知
県
歯
張
支
部
で
は
大
橋
俊
次
郎
、
川
崎
義
人
両

tMYし
て
、
雨
漏
り
の
す
る
よ
う
な
こ
と
問
し
た
。
附
近
の
路
辺
に
は
沢
山

の
舟
が

科
医
師
会
に
挨
拶
し
た
の
ち
、
市
内
の
擢
先
生
の
御
宅
に
、
そ
れ
ぞ
れ

一
晩
御
厄
介

川
上
関
肘
れ

E
じ
E
R買

の

高
潮
の
た
め
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
た
の

災
し
た
同
窓
の
御
見
舞
に
廻
っ
た
。
訟

に
な

っ
た
。

が
お
k
e
M
栓
K
臥
恥
い
V
体
態
打
明
治
しい

が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。
開閉
美
郡
福
江
の

区
の
永
井
守
、
村
松
末
一

、
富
田
猛
、
山

際
医
h
存
在
K
E長
特

れ

鈴

木

貞

雄

先

生

司

被

害
が
大
き
い
と
忠
わ
中
時
男
の
各
先
生
は
、
い
ず
れ
も
床
上

一

大
木
は
倒
れ
、
何
処
が
道
で
あ
っ
た
か
ん
土
れ
た
が
、
全
く
連
絡
が

つ
か
な
か
っ
た
。

二

尺
の
浸
水
を
受
け
ら
れ
た
が
、
御
元
気

三
重
県
下
同
窓
被
害
甚
大

去
る
九
月
二
十
六
円
、
未
曽
有
の
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
で
東
海
地
方
を
襲
っ
た
十

五
号
台
風
に
よ
り
、
愛
知
、
三
重
、
岐
阜

県
下
の
同
窓
各
位
は
大
き
な
被
害
を
受
け

ら
れ
た
。

母
校
並
び
に
本
会
は
、
急
拠
、
高
橋
庄

次
郎
助
教
慢
を
現
地
に
派
遣
、
権
恩
同
窓

各
位
に
対
し
御
見
舞
を
申
し
上
げ
た
。
件
以

に
高
橋
助
教
授
の
視
察
記
を
掲
載
し
、
実

状
を
お
伝
え
す
る
と
共
に
、
被
災
同
窓
各

位
の

一
日
も
速
や
か
な
復
興
を
祈
念
す
る

次
第
で
あ
る
。
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熱
田
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番
町
附
涯
に
て
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伊
勢
湾
台
風
に
よ
る

東

海

三

県

の

風
水
害
見
舞
に
使
し
て

助
教
授

高
橋
庄
二
郎

〈
曲
宮
海
郡
高
浜
附
近
に
て
高
潮
て
破
損
し

た
家
)

2 
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支
部

4. 

峨
阜
県
支
部

岐
阜
の
高
木
重
雄
、
新
井
守
三
先
生
を



訪
問
し
た
。
そ
の
後
、
大
橋
光
治
、
河
合
っ
た
。
深
水
先
生
は
さ
ら
に
被
害
が
ひ
ど

年
朗
、
国
峯
義
郎
の
先
生
方
が
御
集
り
下

一
く
、
床
上
四
尺
浸
水
で
、
平
家
の
た
め
合

さ
っ

た
が
、
岐
阜
県
下
で
は
床
上
浸
水
や

一
風
当
夜
は
屋
根
伝
い
に
避
難
さ
れ
た
と
の

家
屋
の
倒
嬢
し
た
同
窓
は
な
か
っ
た
よ
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

で
あ
る
。
岐
阜
市
内
で
は
原
田
玄
司
先
生
伊
勢
で
は
山
際
源
二
郎
、
堀
次
郎
、
山

の
被
害
が
一
番
大
き
い
が
、
床
下
浸
水
の
口
貞
夫
、
山
口
幸
夫
、
松
阪
で
は
辻
村
松

程
度
で
、
す
で
に
診
療
に
従
事
さ
れ
て
お
-
一

、
吉
田
章
雄
、
中
谷
浩
造
、
石
川
秀
道

ら
れ
た
。
大
垣
で
は
萩
野
利
一
先
生
を
訪
小
林
哲
郎
の
諸
先
生
を
訪
ね
た
が
、
こ
れ

問
し
た
。
養
老
郡
は
県
下
で
最
も
被
災
の
ら
の
先
生
方
に
は
没
ぷ
を
受
け
た
方
も
な

大
き
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
窓
の
村
上
く
、
被
害
も
余
り
大
き
く
な
か
っ
た
。

武
糸
先
生
は
無
事
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
三
重
県
歯
科
医
師
会
の
調
査
に
よ
る
と

一
志
郡
の
稲
森
明
夫
、
北
牟
婁
郡
の
桜
井

一
雄
、
脇
恵
一
郎
、
尾
鷲
の
仲
鉱
山
也
、
熊

野
の
西
村
俊
次
郎
、
大
川
好
蔵
、
斎
藤
仁

見
の
諸
先
生
と
は
連
絡
が
取
れ
な
い
が
、

そ
の
他
の
県
下
同
窓
に
は
ほ
と
ん
ど
被
宮

が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
度
会

郡
の
黒
井
賢
次
先
生
は
床
上
浸
水
と
い
う

報
告
を
聞
い
た
。

な
お
、
予
定
し
た
日
時
の
切
迫
や
交
通

遮
断
な
ど
に
よ
っ
て
、
被
災
を
予
想
さ
れ

る
同
窓
で
も
御
会
い
で
き
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
先
生
方
に
は
、
紙
面
を
も
っ
て

深
く
御
詑
び
申
上
げ
る
と
と
も
に
、
各
地

に
お
い
て
種
々
御
配
慮
下
さ
っ
た
先
生
方

に
対
し
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
る
。

最
後
に
、
権
災
さ
れ
た
務
先
生
方
の
復

旧
の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
衷
心
よ
り

御
祈
り
山
市
上
げ
、
杭
を
終
る
。

(
十
月
四
日
記
)

舞

(4) 第70号
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桑
名
は
県
下
で
最
も
大
き
な
被
災
地
で

こ
こ
の
同
窓
九
名
は
す
べ
て
床
上
浸
水
を

受
け
、
惨
胆
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ

で
は
、
森
壱
朗
(
床
上
ニ
尺
浸
水
)
、
角
倉

家
茂
(
床
上
三
尺
)
、

貴
島
亨
(
床
上
一

尺〉
、
米
国
定
一

(床
上
二
尺
)
、
栗
山
宏

夫
(
床
上
一
尺
)
、

平
野
清
春
(
床
上
一

丈
)
、
森
栄
之
助
(
床
上
一
丈
)
、
中
野
博

(床
上
二
尺
)
の
諸
先
生
を
訪
れ
た
。
と
く

に
平
野
先
生
宅
は
目
下
冠
水
中
で
、
避
難

先
き
を
聞
い
て
訪
問
し
、
御
会
い
し
た
。

ま
た
、
森
栄
之
助
先
生
宅
は
丁
度
海
水
の

入
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
、
ド
プ
川
を
挟
ん

で
御
挨
拶
を
し
た
。
牧
野
一
馬
先
生
は
診

療
所
は
床
上
浸
水
、
住
宅
は
倒
壊
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
避
難
先
き
が
分
ら
な
か

っ
た
の
で
、
森
壱
朗
先
生
に
御
願
い
し
て

桑
名
を
去
っ
た
。
津
の
北
川
大
輔
先
生
宅

を
夜
十
時
過
ぎ
の
就
寝
中
を
訪
ね
、

一
泊

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
津
で
は
さ
ら
に
塚

沢
利
元
先
生
を
訪
問
し
た
が
、
こ
の
市
内

の
同
窓
に
は
殆
ん
ど
被
害
が
な
い
と
の
御

話
で
あ
っ
た
。
四
日
市
で
は
加
藤
久
二
、

落
合
英
正
、
柘
植
三
郎
の
各
先
生
を
訪
問

し
た
が
、
大
し
た
被
害
も
な
か
っ
た
の
で

落
合
、
柘
植
両
先
生
と
と
も
に
、
門
脇
俊

太
、
淡
水
満
先
生
宅
を
訪
れ
た
。
在
と
同

期
の
門
脇
君
は
床
上
二
尺
五
寸
反
水
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
き
わ
め
て
元
気
で
あ

昭和34年10月15日

御

見

伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
愛

知
、
三
重
、
岐
阜
県
下
同
窓
校
友
各
位

に
対
し
て
心
か
ら
御
見
舞
巾
し
上
げ
ま

す。
一
日
も
早
く
復
興
せ
ら
れ
ん
こ
と
を

御
祈
り
致
し
ま
す
。

東
京
歯
科
大
学
々
長

福
島
秀
策

東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
々
頭

西
村
豊
治

第
一
に
巾
し
た
い
こ
と
は
、
開
業
既
に

二
十
年
、
宅
十
年
と
い
号
方
々
が
熱
心
に

然
も
遅
刻
、
欠
席
な
く
、
真
剣
に
受
講
さ

れ
た
、
そ
の
態
度
と
、
熱
意
に
は
、
全
く

敬
服
の
外
は
な
い
。
毎
年
、
た
と
え
少
人

数
で
あ
ろ
う
と
も
、
決
し
て
止
め
る
こ
と

な
く
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ど
う
せ
健
保
だ
、

一
点
、
単
価
が
決
っ
て

い
る
。
顕
微
鏡
を
の
ぞ
い
て
、
組
織
像
が

ど
う
の
こ
う
の
い
う
よ
り
、
馬
車
馬
的
に

か
せ
ぎ
ま
く
れ
!

そ
う
で
も
な
い
で

し
ょ
う
が
、
組
織
微
細
構
造
な
ど
全
く
念

頭

に

な

い

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

医

(

泌

師
は
診
断
と
投
薬
に
頭
を
使
っ
て
報
酬
を

得
て
い
る
。
外
科
医
は
メ
ス
の
使
い
方
で

-1
l
l
'

東
京
都
歯
科
医
師
会
々
長
に

立
派
な
報
酬
が
支
弘
わ
れ
る
い
歯
科
阪
が

一
無
一

人
格
者
と
し
て
令
名
高
き
本
会

ど
う
切
開
す
る
か
を
組
織
学
的
に
考
え
ず

「
い
じ

f
・l
t

顧
問
入
江
義
次
氏
が
就
任
さ
れ

し
て
、
誰
が
報
酬
を
支
弘
っ
て
く
れ
ま
し

一

寸
パ
」

た
。
東
歯
会
の
運
営
に
必
ず
や

ょ
う
か
。
パ

|

一
本
使
う
に
も
組
織
微
細

-
E
E

構
造
が
考
慮
さ
れ
る
の
が
当
然
で
あ
り
ま
七
月
九
日
に
学
位
受
領
の
通
知
を
受
け

「
は
|
一

光
慨
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
思

し

よ

う

。

本

会

報

に

出

す

原

稿

を

書

い

て

い

る

所

に

)
i
l」

わ
れ
る
。

幸
に
し
て
、
我
が
組
織
受
講
の
方
々
は
弔
械
が
届
い
た
。
な
ん
た
る
薄
倖
な
高
橋

一
燈
一

そ
れ
に
つ
け
て
も
井
上
点
前

総
い
根
抵
の
上
か
ら
、
歯
科
診
療
を
進
め
君
で
あ
る
こ
と
よ
。
最
も
苦
手
で
あ
る
弔

ri--
会
長
は
ま
こ
と
に
御
気
の
毒
と

よ
う
と
い
う
意
図
の
方
々
で
あ
っ
た
た
辞
を
脅
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
痛
感
さ
れ
る
。
就
任
直
後
の
参
院
戦
に
挺

め
、
昔
の
学
生
気
分
に
戻
っ
て
教
室
の
若
っ
て
全
く
ペ
ン
が
走
ら
な
い
。
身
さ
れ
、
不
幸
に
も
公
職
選
挙
法
に
問
わ

い
先
生
た
ち
を
助
言
者
と
し
て
、
よ
く
協
在
学
中
は
サ
ッ
カ
ー
部
選
手
、
主
将
と
れ
る
に
至
り
「
明
朗
な
都
歯
会
の
運
営
」

力
的
に
勉
強
さ
れ
て
気
持
ち
が
よ
か
っ
し
て
東
歯
蹴
球
部
の
名
戸
を
馳
せ
て
い
た
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
就
任
さ
れ
た
同
氏

た

。

あ

の

頑

継

そ

の

も

の

の

よ

う

な

体

艇

の

持

は

、
容
疑
を
受
け
た
と
云
う
点
か
ら
職
に

本
学
以
外
の
山
身
省
の
方
で
、
研
究
上
主
が
、
病
魔
の
蝕
む
と
こ
ろ
と
な
ろ
う
な

止
ま
る
可
か
ら
ず
と
辞
意
を
闘
め
ら
れ
、

歯
科
方
面
の
組
織
学
的
研
究
の
た
め
に
受
ど
と
誰
が
想
像
し
た
で
あ
ろ
う
。
今
だ
に
断
凶
と
し
て
行
動
さ
れ
、
全
役
員
も
共
に

講
さ
れ
た
方
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
い
う
こ
本
当
と
忠
わ
れ
な
い
。

辞
任
さ
れ
た
。
ま
さ
に
出
所
進
退
を
明
に

と
を
通
じ
て
、
本
学
の
学
術
研
究
態
度
を
神
戸
に
開
業
以
来
、
家
業
日
に
日
に
栄
さ
れ
た
訳
で
あ
る
、
速
か
ら
ざ
る
将
来
こ

知
っ
て
貰
え
る
こ
と
は
、
大
い
に
歓
迎
す
え
、
岡
市
有
数
の
開
業
医
に
数
え
ら
れ
、

れ
ら
の
方
々
が
、
再
び
陽
光
の
下
に
ほ
ぼ

べ

き

で

あ

る

と

思

う

。

三

十

年

か

ら

は

、
名
古
屋
大
学
医
学
部
生
え
ま
れ
ん
日
の
来
ら
ん
こ
と
を
御
祈
り
す

終
り
に
申
し
た
い
こ
と
は
、
受
講
者
が
化
学
教
室
に
籍
を
置
き
、
真
警
な
研
究
が
る
。

夏
季
講
習
会

(
組
織
学
)
を
終
え
て

松

井

隆

弘

少
な
か
っ
た
た
め
、

一
人
の
受
講
者
に
、

二
人
宛
も
、
教
室
員
が
つ
き
っ
き
り
で
御

世
話
す
る
と
い
う
、
申
し
分
の
な
い
議
荷

風
対
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
募
集

要
項
に
も
明
言
し
た
通
り
、

一
人
、

一
人

に
つ
い
て
教
室
員
が
御
世
話
す
る
と
い
う

こ
と
を
実
行
し
た
だ
け
の
こ
と
で
、
今
後

と
も
、
組
織
学
の
講
習
に
は
、
オ
ー
ル

・

メ
ン
バ

ー
を
も
っ
て
、
必
ら
ず
三
日
間
で

も
の
に
し
て
貰
う
と
い
う
意
気
込
み
で
進

む
つ
も
り
で
あ
る
か
ら
、
末
だ
迷
っ
て
お

ら
れ
る
諸
賢
は
、
是
非
来
年
の
夏
は
三
日

間
の
研
究
日
を
即
決
し
て
置
い
て
欲
し
い
。

(
口
腔
組
織
学
教
授
〉

高
橋
郁
夫
君
を
悼
む

続
け
ら
れ
、
三
十
四
年
五
月
二
十
八
日
、

京
都
府
立
大
教
授
会
で
は
満
場
一
致
に
て

学
位
論
文
を
通
過
さ
せ
る
光
栄
を
担
い
、

六
月
二
十
四
日
科
に
て
学
位
記
が
授
与
さ

れ
た
。

こ
の
頃
、
同
君
の
病
状
が
か
な
り
悪
化

し
て
い
た
が
、
手
術
の
結
果
、

一
時
少
燥

を
得
、
周
聞
も
や
や
安
摘
し
て
居
ら
れ
た

が
、
憎
む
べ
き
病
魔
は
遂
に
彼
を
起
た
せ

ず
、
八
月
二
日
、
家
人
同
僚
の
見
守
る
中

を
安
ら
か
に
膜
目
し
た
。

折
角
苦
心
し
て
箆
ち
得
た
学
位
も
、
白

い
紙
の
上
に
飾
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た

と
思
う
と
、
涙
な
し
に
は
語
る
こ
と
も
で

き
な
い
。

祝
辞
に
代
っ
て
弔
辞
を
載
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
甚
だ
銭
念
で

な
ら
な
い
。

憶
悲
し
い
か
な
。

謹
ん
で
弔
す
。

敏
郎
)
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こ
の
九
月
二
十
冗
日
で
帰
国
一
カ
年
に

な
る
。
帰
国
の
翌
日
、
二
|
二
号
台
風
で

世
田
谷
区
経
堂
の
拙
宅
が
床
上

一
米
の
浸

水
を
受
け
、
大
変
困
っ
た
が
、
今
年
も
同

じ
九
月
二
十
六
日
夜
半
、
十
五
号
台
風
が

あ
り
、
東
海
道
三
県
が
昨
年
に
お
と
ら
ぬ

大
被
害
を
受
け
た
。
五
年
前
の
台
風
に
よ

る
洞
爺
丸
転
覆
事
件
も
、
同
月
同
日
で
あ

り
、
台
風
、
地
震
国
日
本
を
日
常
わ
れ
わ

れ
は
い
や
と
言
う
程
体
験
さ
せ
ら
れ
て
い

て
、
こ
れ
の
な
い
静
か
な
欧
州
が
、

つ
く

づ
く
う
ら
や
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

昨
年
七
月
二
十
六
日
、
大
塚
の
者
渓
会

館
で
母
校
同
窓
会
の
送
別
会
を
受
け
、
八

月
一
日
正
午
、
学
長
始
め
皆
様
の
歓
呼
の

声
に
送
ら
れ
て
羽
田
空
港
を
立
っ
た
の
で

あ
る
。
北
市
開
同
り
S
A
S
機
で
、
途
中
ア

ラ
ス
カ
の
ア
ン
カ
レ
y

ジ
経
由
、
翌
二
日

午
前
中
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
首
府
コ
ぺ
ン
ハ

l
ゲ
ン
着
。
正
味
二
十
七
時
間
の
と
こ
ろ

時
差
八
時
間
差
し
引
き
十
九
時
間
で
欧
州

の
対
岸
に
安
斎
。
こ
こ
か
ら
乗
り
か
え
て

一
時
間
で
め
さ
す
ス
エ
|
デ
ン
の
首
府
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
着
い
た
。

昭和34年10月15日(5) 

F、ミ

の

メ〉、
f工~

に

出

席

し

て

教

授

米

沢

不H

空
港
は
、
プ
ロ

ン
マ
と
坪
び
、
ス
ト

ッ

ク
ホ
ル
ム
の
郊
外
に
あ
り
、
空
港
わ
き
の

同
名
の
ホ
テ
ル
に
旅
装
を
と
く
。
電
車
で

二
十
分
で
中
央
ス
テ

l
シ
ョ
ン
の
地
下
鉄

ホ
l
ム
に
出
ら
れ
る
。
駅
に
ほ
ど
近
き
ク

ン
グ
ス
ガ

1
タ
ン
と
言
う
名
の
銀
座
返
り

に
面
し
て
、
湯
川
秀
樹
博
士
も
出
席
さ
れ

た
こ
と
の
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
場
た

る
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

l
ル
が
あ
り
、

こ
こ
が

第
七
回
国
際
微
生
物
学
会
開
会
式
の
あ
る

と
こ
ろ
、
八
月
四
日
か
ら
九
日
ま
で
学
術

会
議
日
本
代
表
の
一
人
と
し
て
出
席
し

た
。
銀
座
通
り
が
海
岸
に
突
き
あ
た
る
と

こ
ろ
の
広
場
に

S
A
S
本
社
の
ピ
ル
が
あ

り
、
そ
の
検
の
小
公
園
に
面
し
て
い
る
支

-

那
劇
場
を
買
い
切
っ
て
、
毎
日
午
前
中
は

一

シ
ン
ポ
ジ
ア
ム
、
正
午
か
ら
そ
の
横
の
支

那
レ
ス
ト
ラ
ン
で
会
食
し
て
、
午
後
か
ら

は
郊
外
の
王
立
工
科
大
学
で
数
群
の
分
科

会
が
聞
か
れ
、
活
発
な
討
論
が
戦
わ
さ
れ

た。
学
会
の
中
日
に
は
正
会
員
、
家
族
会
員

計
千
七
百
名
パ
ス
を
連
ね
れ
郊
外
の
古
都

-

ウ
プ
サ
ラ
へ
遠
足
し
た
。
会
期
中
数
々
の

一

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
及
び
パ
ン
ケ
ッ
ト
に
山
た

り
、
王
立
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
大
学
微
生
物
学

教
室
や
同
構
内
に
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
研
究
所

の
化
学
部
門
を
見
学
し
た
り
し
た
。

又
、
S
A
S
本
社
前
か
ら
海
岸
に
出
た

と
こ
ろ
に

エ
ヤ
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
り
、
こ

こ
か
ら
海
岸
沿
い
に
少
し
行
く
と
、
日
本

大
使
館
が
あ
る
。
分
科
会
場
前
に
あ
る
島

大
使
官
邸
に
一
夜
招
待
を
受
け
て
、
学
会

一

一参
加
の
邦
人
二
十
名
と
共
に
米
飯
と
サ
シ

一

一
、
、
に
舌
鼓
を
う
っ
た
楽
し
い
岡
山
い
山
が
あ

一

一
る
。
日
本
大
使
館
の
前
通
り
を
行
く
と
、

一

一
ス
カ
ン
セ
ン
と
言
う
島
に
つ
く
。
上
野
の

一一

一
山
を
岡
山
わ
せ
る
所
で
、
頂
上
に
立
派
な
レ

一

一
ス
ト
ラ
ン
、
動
物
園
、
博
物
館
あ
り
で
、

一

一
市
民
が
子
供
述
れ
で
終
日
来
し
め
る
所
で

一

一
あ
る
。

一

一

八
月
十
二
日
、
高
添
助
教
俊
の
来
着
を

一

待
ち
、
欧
州
旅
行
の
旅
券
と
、
ピ
ザ

l
の
一

一
子
続
を
汗
だ
く
で
済
ま
せ
、
コ

ン
サ
ー
ト

一

一
ホ
l
ル
前
通
り
の
王
立
歯
科
大
学
微
生
物

一

一
学
主
任
フ
ロ
ス
テ
ル
助
教
授
に
挨
拶
を
す

一

ま
せ
て
、
卜
凶
円
胡
ス
ト
y

ク
ホ
ル
ム
を

一

一
後
に
し
た
。

コ
ペ
ン
ハ

l
ゲ
ン
経
由
オ
ラ

一

ン
ダ
一
の
港
町
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
飛
び

一

一
泊
。
汽
車
で
デ
ル
フ
ト
に
向
い
、
幸
に

一

し
て
酵
母
分
類
の
世
界
的
権
威
ロ

l
ダ
女

一

一
史
に
面
談
が
出
来
た
。
ロ
ン
ド
ン
空
港
に

一

一
は
金
大

・
谷
友
次
名
誉
教
授
の
後
任

・
西

一

一
回
尚
紀
教
授
の
出
迎
を
受
け
た
。
昔
ゴ
1

一

一
ド
ビ
教
授
の
お
ら
れ
た
ロ
ン
ド
ン
大
学
熱

一

一
倍
医
学
研
究
所
や
イ
ー
ス
ト
7

ン
病
院
歯

一

-
科
大
学
を
た
ず
ね
、
か
つ
車
で
、
剣
橋
ま

一

一で
遠
出
し
た
り
し
て
楽
し
い
三
日
間
を
過

一

一
し
た
。

-

一

ロ
ン
ド
ン
よ
り

一
時
間
で
パ
リ
l
に
飛

一

一
ん
だ
。
八
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
郊

一

一
外
の
大
学
村
に
あ
る
、
サ
ツ
マ
舘
と
言
う

一

一
名
の
八
階
建
の
日
本
館
に
世
話
に
な
っ

一

一
た
。
目
下
留
学
中
の
市
川
病
院
内
科
の
川

・

一村
講
師
も
二
こ
に
下
宿
し
て
お
ら
れ
る
の

一で
あ
る
が
、
幸
い
に
し
て
パ
ス
ツ
ー
ル
研

一究
所
に
て
嫌
気
性
球
菌
の
権
威
プ
レ
ボ
|

一
博
士
に
面
談
が
出
来
、
故
セ
ガ
ン
博
士
の

一
口
供
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
研
究
の
懐
旧
談
に
花

一
が
咲
い
た
。
ワ
イ
ン
ベ
ル
グ
博
士
に
は
残

一
念
な
が
ら
面
会
の
時
間
な
く
、
故
奈
佐
八

一郎
博
士
サ
ル
バ
ル
サ
ン
縁
り
の
西
独
フ
ラ

一
ン
ク
フ
ル
ト
市
エ

1
ル
リ
ヒ
研
究
所
へ
飛

一ん
だ
。
ラ
イ
ン
河
を
下
り
、
ま
た
ハ
イ
デ

一
ル
ベ
ル
ヒ
を
見
て
、
八
月
二
十
四
日
ベ

ル

一
リ
ン
に
飛
ん
だ
。
結
絞
閑
の
発
見
者
で
細

↑その正面ステージ
第七回国際マイクロバイ オロ ジー開会式風景
昭和三十三年八月四日朝 (米沢教授出席〕

ストッタホルム市コンサートホール

(ノーベル賞慶賞式場に使，われるところ)
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で 位をでと 、・ 仕i論奨た 研 ば に る 現 年 診 南 て な 態同学 、 、は i i 」 記な々及
、記通たに森西し文めが童銭賛る専鈴 {住主じ療高終世世l勢 1.専専母昭台 !介 ! 旦 しくのび

謹を i過邑く て医井 、とに 、は研攻木 地 T刀lに来戦中祈相flに九 r'門Iサj絞平和日 (.11尚湾1] L""山………H川……I川山“削.咽-一一一一.劃一一い川山川州山川，，，，，;
ん f役受、?満前容学教学しよ東、究生鐙尼よ従村をのて f年|ド三 f午rf~ 東|白 深 j期切援窓

車都2在伝Z壁摂妻票腎雪空竺そ諸君ぞ時計 r、 !安 th は27日時詰刊
の生 、く部を健郎九た幸し所たた島局 t~d 保 i参病論 ら。おられ他見の延図時意
機理身学教 完太教年研い 、hこが。商生 ら収町~ 三考理文 な長あれ事地ら原べの中を
能学体位 f受成郎 f受よ究に療開 、同業活 ¥ニヱ， 正 論組 11 るいりたなにれ爆て白よ表
低的の記会 し 教 、り生全養業終 ー にの .......九三泊....___ 立;織乳 讃聞のがき 111たにお限りす
下な ー をを 、 授後母活治にし戦七生後箆~_A五姻闘 愈 l内歯 貯の官、を張がよら視終る
、諸 部受通今のに校にし専た後年理 、 臨晶.....-司掴闇圃 5研 の を内と御得中、つれの戦し

そ 量に領過年指名 さ色入三念 。上退衛昭部学遠和{1 君 M究生 虫助侍胸 、で幸てた中前だ
れを機し 、子1.導 古 理 る かしそ京職生不11に風藤九 υ あ 補 活 ( し の 察 中 今 あ に 御 現 を 後 い
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埼
玉
県
支
部
総
会
が
九
月
十
三
日
(
日
)

熊
谷
市
「
清
川
」
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
相
憎
く
の
雨
天
に
も
拘
ら
ず
、
県
下

各
地
よ
り
続
々
と
参
集
し
、
本
部
よ
り
西

村
同
窓
会
頭
長
谷
川
助
教
授
、
三
浦
同
窓

会
事
務
局
長
を
迎
え
、
野
上
先
生
司
会
の

下
に
十
一
時
、
開
会
を
宣
し
、
先
ず
中
村

支
部
長
よ
り
開
会
の
辞
、
次
い
で
西
村
先

生
よ
り
母
校
の
近
況
報
告
を
拝
臆
し
、
水

道
橋
畔
の
本
学
部
も
大
学
院
の
設
置
を
見

予
定
通
り
完
成
し
、
次
に
は
市
川
病
院
を

充
実
す

べ
く

計
嗣
中
な
り
と
、

母
校
の

益
々
発
展
す
る
様
キ
ニ
同
心
か
ら
喜
ん

だ
次
い
で
会
昨
初
戦
合
会
計
報
告
を
終
り
、

放
奥
村
先
生
、

M
A
本
支
部
会
員
の
故
忠
隙

賢
先
生
の
冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
俸
げ
た
。

次
い
で
支
部
長
改
選
に
移
り
、
選
出
方
法

に
つ
き
種
々
発
言
も
あ
っ
た
が
、
中
村
支

部
長
の
指
名
に
よ
り
た
き
旨
の
動
議
を
一

向
賛
成
、
中
村
支
部
長
よ
り
川
越
市
の
小

杉
太
郎
先
生
を
指
名
、
小
杉
先
生
も
心
よ

く
お
受
け
に
な
り
、
就
任
の
挨
拶
あ
り
、

続
い
て
中
村
支
部
長
よ
り
辞
任
の
挨
拶
あ

り
、
次
い
で
来
年
度
の
総
会
開
催
地
は
川

越
市
と
決
定

一
切
の
議
事
を
終
了
し
た
。

昼
食
後
午
後

一
時
よ
り
長
谷
川
助
教
授

の
「
口
腕
治
療
学
に
於
け
る
歯
髄
の
処
置
」

と
題
す
る
講
演
予
定
で
あ
っ
た
が
当
日
は

折
感
し
く
熊
谷
地
方
は
停
電
の
た
め
ス
ラ

イ
ド
の
映
写
不
能
と
な
り
止
む
な
く
演
題

変
更
し
、
母
校
保
存
学
教
室
に
於
て
使
用

せ
る
各
種
薬
剤
に
つ
い
て
臨
床
的
に
非
常

に
興
味
あ
る
お
話
を
約
二
時
間
半
に
渉
り

拝
聴
し
、
終
っ
て
活
綾
な
る
質
疑
応
答
あ

り
、
明
日
か
ら
の
診
療
に
大
変
に
益
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
四
時
宴
会
の
準

昭和34年10月15日(7) 

備
な
り
懇
親
会
が
盛
大
に
関
か
れ
、
西
村

先
生
の
音
頭
に
て
婿
玉
県
支
部
の
発
展
を

祝
し
乾
杯
キ
レ
イ
ド

コロ

の
酌
に
日
頃
の

積
る
話
に
打
ち
興
ず
る
中
に
、
熊
谷
の
先

生
方
の
「
南
国
土
佐
を
後
に
し
て
」
の
見

事
な
踊
り
の
披
露
が
あ

っ
た
が
、
聞
け
ば

昨
夜
は
十
二
時
近
く
ま
で
猛
練
習
を
行
っ

た
と
か
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
続
々
と
日
頃

自
慢
の
か
く
し
芸
の
数
々
が
飛
び
出
し
、

座
は
愉
快
こ
の
上
も
な
し
、
と
云
う
有
様

で
あ
っ
た
。
や
が
て
日
も
暮
れ
ん
と
す
る

頃
い
つ
ま
で
も
名
残
は
尽
き
ね
思
い
で
あ

っ
た
が
、
東
歯
並
び
に
均
玉
県
支
部
の
発

展
を
祈
っ
て
、
シ
ャ
ン
シ

ャ
ン
の
し
め
の

中
に
有
意
義
な
一
日
を
終

っ
た
の
で
あ
っ

た。
当
日
の
出
席
者
、
西
村
同
窓
会
頭
、
長

谷
川
助
教
授
、

三
浦
事
務
局
長
、
中
村

(久
)
、中
村
(
正
)
、
複
回
、
長
田
、
関
口
、

並
木
、
鈴
木
、
肥
塚
、
藤
村
、
大
沢
、
前

川、

柴
田
、
大
塚
(
久
)
、
大
塚
(
達
)
、

山
田
、
加
鳴
、
小
杉
、
増
田
、
角
田
、
田

中
、
戸
張
、
五
十
嵐
、
忠
限
、
井
口
、
紀

陸
、
荒
井
、
江
川
、
高
田
、
長
山、

佐
々

木
、
佐
藤
、

沼
上
、
刈
部
、
中
村
、
野

上
、
佐
川
、
芳
賀
、
福
田
の
各
先
生
。
四

十

一

名

以

上

愛

知

県

九
月
二
十
日
名
古
屋
支
部
、
東
区
支

部
、
西
区
支
部
の
三
支
部
連
合
総
会
を
碧

南
市
古
口
文
に
て
開
催
、
会
す
る
も
の
六
十

五
名
、
東
京
よ
り
加
藤
孝

一
君
も
参
会
、

盛
会
捜
に
修
了
。

(
西
三
支
部

竹
内
報
〉

松の後嵐数のを 程が代謹急、うしラ
山飯会五君の皆迎愈 を目水ん逝ぞ上ス十
、田場時の方さえ々 |御に泳でさ御げ会五

鈴 、とよ御の ん ま 来 い |祈 浮部 哀れ 出ま 員号
木 武 し り 世 御のす年 | りぴで悼ま席す各台
狗石ま神話出御の は z- I申ま活のしの。位風

u 、し回で席意で我 '- しす躍意た程十にで
山た 「 十を見 、が |上 。さ を。 をー 深被
下。もー希をそク む l げ会れ表・詳 :月 甚 害
事長 と月望伺宅ラ 1 ま員てし細 jこなを
井 み三しう竹ス .6. す各いまは鈴日る受

や日ま意事会 :z:;; 。位たす不木湯御け
五 」(す味にも | 御当。明政ケ見ら
十 を火。でつ十 | 自時学で敏原舞れ
嵐今)五もい年 愛の牛す君へをた

年 午 十多て自 の姿酬ががど申ク

更和に て で為を |す の 西 |送をたり及 は七し
致三発尚下すにお記編。会陣記記金恩故 、び銀皆号た秋
し十表左さかぜ待念集 員模念念方い出先実て無八が風
ま四し記いらひち誌委 の様 品品 御出 席目 行 、で号益を
し 年 ま の oj1JJ共 し は 員 個のに係願のを御委十し台々肌
fこ 二 し 如 日此て編よ 人アはよい会お手員五た風御身

u 月たく 迄 の居集り 写ル四り致と待元の周。の壮に
の 地 色 同度り中| 真パ十 |し致ち迄人年 被健感
東区々 封のまで が ム 糎 ます致案達の 害のず
京役の 封アすす 準と四 すべし内の準 は事る
会員都 筒ン。が 備 入 方 。くま状御備 クと時
に 及 合 にケ 二 大 し学の よすを陰も ラ思期
)~地に て | 十至 て 試 大 ろ。送で地スいと
い区依返 ト周急 あ験き し尚り出区のま成
てをり 送必年原 りのさ く総ま来役人すり
変 昭 先 し 要の稿 ま時の 御会し上員で。ま

主 主 土 十 九八七六五 114 三
和

十九四山広岡兵歌京大 滋三 岐 愛 長 静 山 富 石 新 福 宮 山
口島山庫山都阪資重阜知 山川 島 城 形
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燦

五

十

四

期

会

区

役

員

地

大
宰
清
夫

減
辺
益
太
郎

杉
江
玄
巳

ト八森

一
雄

大
野
祐
之

鈴
木
保
一

伊
東
弘
、
青
久
男

永
保
岡
容
美

トへ
村
林
水

中
川
俊
彦

I~干
・ド

ハ向
勝
隼
史

J

仏
国
明
種

児
玉
正
義

山
線
照
人

宮
山

4
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五
十
四
期
会
の
皆
様
お
元
気
に
て
御
活

躍
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

一東
京
会
(
東
京
近
県
〉

さ
て
、
皆
様
、
既
に
御
存
知
の
如
く
、

栃

木

県

地

区

岡

問

一
郎

伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に
よ
り
、
愛
知
県
で

一

群

馬

県

地

区

宮

下

一
夫

は
未
曽
有
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
ゎ

埼

玉

県

地

区

関

根

泰

雄

れ
わ
れ
の
ク
ラ
ス
で
は
、
愛
知
県
在
住
の

一

千
柴
県
地
区

小
沼

孟

小
野
田
広
亮
君
が
、
権
災
さ
れ
ま
し
た
。

一

神
奈
川
県
地
区
三
島
平
八
郎
、

そ
こ
で
、
ク
ラ
ス
会
と
し
て
は
、
心
か
ら

-

森
田
純
司

同
君
に
御
同
情
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一

茨

城

県

地

区

泉

川

勇

極
め
て
僅
少
な
が
ら
金

一
封
を
お
く
り
、

二

、
北

海

道

地

区

伊
藤

隆

彼
を
激
励
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

一

青
森
県
J

で
、
各
位
に
お
知
ら
せ
す
る
次
第
で
す
。

二一
、
秋
田
県
T

地
区

(
五
十
四
期
会
幹
事
〉

一

岩
手
県
、

年
月
の
流
れ
る
は
川
十
ト
も
の
で
今
や
血

脇
イ
ズ
ム
に
送
ら
れ

℃
ほ
校
を
隊
れ
て
拾

数
余
年
会
員
諸
凡
h
幽
利
界
の
中
堅
と
し

て
又
民
間
人
と
し
て
作
γ
御
活
雌
の
事
と

存
じ
ま
す
。

就
き
ま
し
て
は
御
多
忙
と
は
存
l
ま
す

が
来
る
十
-
川
宇
今
川
、
同
窓
会
の
総
会
を

期
に
熱
海
に

て

伎
を
晩
秋
の
夜
長
と
共

々
今
品
目
の
四
方
山
「
川
に
語
り
明
か
す
の
も

意
義
あ
る
事
と
ト
行
じ
ま
す
会
員
諸
兄
御
さ

そ
い
合
せ
是
非
御
参
朱
ド
さ
い
。

詳
細
は
別
報
欽
'
J
t
f
o

会

員

諸

兄

へ

燦

志

会

幹

事

鈴
木
貞
雄



右
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
故
、
何
卒
当
一

一
同
朋
会
を
計
山
欽
し
ま
し
た
。
川
平
倉
っ

一
療
室
の
屋
線
天
川
叩
ー
を
吹
き
と
ば
さ
れ
被

日
は
万
障
御
繰
合
せ
の
上
、
ぜ

ひ

御

出

席

イ

一
川
二
日

午

後

同

時

て

御

参

加

下

さ

い

。

害

甚

大

、

一
方
、
以
も
必
ほ
さ
れ
る
青
木

h
卜
鈴
会
の
皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
、

一
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

一

H
本
閥
(
国
電
中
央
線
東

一

一
、
日

時

十

一

月

二

日

(

川

〉

兄

(

名

古

屋

市

南

以

)

の

と

こ
ろ
は
、
未

叩
い
も
の
で
す
卒
業
後
十
年
を
迎
え
ん
と
又
来
年
度
は
十

μ
週
年
を
む
か
え
る
こ

一

中

野

駅

下

車

)

五

時

半

よ

り

だ

に

水

中

に

孤

立

し

、
被
害
状
況
は
全
く

し
て
い
ま
す
。
ま
る
で
昨
日
の
出
来
事
の
と
に
な
り
色
々
と
考
慮
中
で
し
た
が
、
開

一
、
会

費

一

一、

1
0
0円
二

場

所

銀

座

松

坂

屋

裏

「

ス

エ

ヒ

う

か

が

う

す

べ

も

あ

り

ま

せ

ん

υ

又
、
神

川
仰
に
水
辺
橋
時
代
が
忠
わ
れ
ま
す
。
今
年
催
地
は
中
京
の
名
古
屋
で
行
う
こ
と

に

決

一

御

承

知

の

よ

う

に

吉

本

君

は

東

京

都

都

ロ

」

谷

兄

(

磐

海

郡

)
及
び
杉
山
兄
(
:
一
重
県
)

の
ク
ラ
ス
会
は
第
十
回
を
迎

え
ま
す
の
け
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
地
元
の
中
川、

一
会
議
員
と
し
て
政
界
に
、
井
出
君
は
富
士
一
一

、
会

費

千

六

百

円

也

に

も

本

部

か

ら

連

絡

し

ま

し

た

が

、
未
だ

H
J
J川
(
川
東

Y
の
岬
尽
力
に
ー
…
ツ
ま
安
倍
、
川
崎
、

三
君
の
御
好
意
に
対
し
て
山
鍵
山
中

湖

畔

の

観

光

ホ

テ

ル

社

長

と

し

(

合

当

日

会

費

、
維
持
費
等
〉

応
答
な
く
、
種
々
心
配
し
て
い
ま
す
当

て
朔
討
て
千
う
j
に
え
り
ま
し
犬
こ
の
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
ま
す
。
来
る
べ
き
十
て
、
末
藤
君
は
大
牟
旧
市
の
財
界
人
と
し
尚
当

H
御
山
腐
の
方
は
本
年
度
維
持
費
本
部
で
は
取
欣
え
ず
配
校
幹
事
が
緊
h
d
協

記
念
す
べ
き
第
イ
回
の
ク
ラ
ス
会
に
は

ι
五
週
年
に
は
多
数
の
諸
兄
が
御
参
駕
下
さ

て

、
そ
れ
ぞ
れ
羽
娠
り
を
き
か
せ
て
い
る
金
二
百
円
也
を
御
送
付
下
さ
い
。
議
し
、
都
筑
、
青
木
刈
比
に
は
上
院
久
に
御

手
中
ク
ラ
ス
主
任
と
し
て
御
世
話
下
さ

んν

れ
て
、
今
迄
よ
り
以
上
盛
大
な
級
会
に
し

?
と
き
く
。
歯
科
医
業
の
面
に
於
て
も
、
仙

会

員

の

近

況

ノ

見
舞
品
を
、
又
、
神
谷
杉
山
両
川
ん
じ
は
状

ま
し
た
蔚
勝
(
一
年
)
、

近
藤
(
一
一
年
)
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
に
つ
い
台
の
小
野
中
事
担
は
数
行
が
を
投
じ
、
診
療
ボ
ス
ト
ン
留
学
の
今
回
君
、
八
月
十

一

況
判
明
次
第
迫
っ
て
御
け
非
致
す
こ
と
に

H
K
M

へ
三
・
川
年
)
三
先
生
を
お
招
き
し
て
の
詳
細
は
何
れ
後
日
お
知
ら
せ
す
る
こ
室
、
手
術
室
、
病
室
の
完
備
し
た
病
院
を
日
横
浜
を
出
発
、
三
十
一
日
無
事
ポ
ス

ト

な
り
ま
し
た
。
州
市
「
ん
」
川
の
諸
U
ん
に
も
心

て
あ
り
ま
す

0
1年
と

一

五

う

の

は

何

か

に

と

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

新

築

さ

れ

た

由

、
五
口
々
の
ク
ラ
ス
も
多
種
ン
に
到
着
し
、
ア
メ
リ
カ
歯
科
医
師
会
の
か
ら
御
激
励
下
さ
る
よ
う
長
ね
て
御
願
い

つ
け
て
」
つ
の
エ
ポ
ッ
ク
か
と
も
存
じ
ま

一

で
は
諸
兄
の
御
多
幸
と
御
健
康
を
お
祈

J
才
、
慎
に
御
同
慶
に
堪
え
な
い
。
卒
業
百
年
祭

F
D
I
の
総
会
に
出
席
、
現
在
ポ
致
し
ま
す
。

す
G

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
川
至
る
り
ま
し
て
、
来
る
十
一
月
三
日
の
例
会
を
後
間
も
な
く
波
満
、
彼
の
地
で
活
躍
し
て
ス
ト
ン
の
小
児
歯
科
研
究
所
で
張
切
っ
て
尚
、
本
年
肢
の
級
会
は
、
作
地
庁
会
で

ま
で
の
h
|
鈴
会
会
員
の
総
力
を
料
集
し
楽
し
み
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
い
た
ク
ラ
ス
の
リ
ー
ダ
ー

マ

ン

川

北

君

は

勉

強

し

て

お

り

ま

す

。

あ

り

ま

す

の

で

、
当
小
火
本
部
で
は
例
年

て

意

点

あ

る

第

l

凶

ク

ラ

ス

会

に

し

た

い

〈

幹

事

鶴
岡
、

田
上
記
)

戦

後

東

京

世

田

ヶ

谷

に

雌

伏

し

て

い

る

と

住

所

は

の

如

く

、

1
一
川

A

円
以
ボ
で
山
俄
致
し

と
忠
い
ま
す
。
皆
さ
ん
娠
っ
て
御
参
加
下

-

1

I

1

1

1

1

i
l
i-

-

き
く
が
、
何
れ
中
央
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と

一

口
門
司
副

E
E
B
H
B
E
E
E

ま
す
。
詳
細
は
追
っ
て
別
に
御
通
知
し
ま

さ

い

ま

す

械

御

願

い

致

し

ま

す

。

尚

御

来

を

期

待

し

て

い

る

、
同
君
に
は
学
生
時
代

円
守
口
円
・
呂
5
0
2
出
O
江
口

nE

す
が
、
作
地
万
支
部
会
以
各
位
の
'ty
数
御

ー
は
削
々
に
小
い
中
山
上

1
て
あ
り
ま
す
が
大
要

申

歯

会

の
よ
う
に
再
び
中
山
商
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

ωS

E〈
R
者
宅
-
F
2
S
H
F

-参
加
を
心
か
ら
お
ザ
ソ
放
し
ま
す

U

ん
J
山
の
泊
り
で
す

一
て
五
口
々
ク
ラ
ス
の
拠
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て

一

ζ
g伊
-

C
・
ω・
〉・

(
イ
月
以

U

本
部
係
)

卜
一
月
二
日
午
後
三
時
現
地
集
合
一
泊
思
え
ば
三
崎
神
社
脇
の
今
は
な
い
鉄
筋

一
欲
し
い
。
以
上
二
三
学
友
の
動
静
を
報
告

μ
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
害
状
況
H

熱
海
海
作
一泊
り
小
公
凶
前
立
花
旅
館

コ一
階
建
の
伐
骸
を
浅
し
灰
燈
化
し
た
母
校
し
た
が
、
卜
一
月
三
日
全
員
再
会
を
心
に
稲
垣
君
|
床
上
一二
尺
浸
水

九
五
代
・

f
円

必

尾

(

宗

)

記

得

、
九
段
坂
上
に
立
て
ば
上
野
の
傑
が
指
念
じ
つ
つ
筆
を
置
く
。
へ
氏
家
記
)
服
部
、
小
川、

永
野
、
長
谷
部
、
大
野
の

呼

の

う

ち

に

眺

め

ら

れ

る

ま

で

に

東

京

を

|

Il
l
i
--
I
l
l
1
1i

諸

兄

は

殆

ど

被

害

な

し

。

焼
野
原
と
し
た
関
東
大
震
災
の
翌
三
月
母

一

主
川
、
梶
原
両
君
の
所
は
不
明
で
す
。

校
を
巣
立
っ
た
吾
々
も
三
十
五
年
に
な

三

辰

会

・

外
科
服
部
君
急
性
肝
炎
の
た
め
市
川
病

る
。
早
い
と
い
う
の
か
、

長

い

と

い

う

べ

第

お

同

総

会

案

内

院

に

入

院

し

て

お

り

ま

し

た

が

、
そ
の
後

き
か
、
た
だ
夢
中
で
生
き
ぬ
い
て
き
た
者

一

同
窓
会
当
日
、
五
時
よ
り
昨
年
同
様
、

一
経
過
良
く
八
日
月
二
五
日
退
院
、
十
川
瓦
日

に
は
、
月
並
み
だ
が
、
夢
の
よ
う
だ
と
い

一
信
濃
町
駅
下
車
、
ホ
テ
ル
伝
平
で
、
会
費

一
よ
り
登
院

う
外
は
な
い
。
然
し
お
互
い
の
頭
髪
を
見
千
円
で
開
催
致
し
ま
す
。
多
数
御
出
席
を

・
豊
田
君
、
急
性
資
炎
、
蓄
服
、
ア
デ
ノ

顔
の
鍛
を
見
た
時
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
三
お
待
ち
致
し
ま
す
。
(
関
口
幹
事
長
記
〉
イ
ド
と
病
気
が
重
な
り
、
市
川
病
院
に
入

卜
五
年
の
歳
月
の
流
れ
の
事
実
を
物
語
っ

一

l

l

I

l

l

i

-

-
I

l

-

-

院

中

(

落

合

、
石
川
、
吉
木
記
)

て
い
る
。
大
東
亜
戦
争
の
大
き
な
試
練
を

一

五

期

会

越
え
て
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
生
き
て
き
た
も

の
と
、
お
互
い
の
鎚
康
を
心
か
ら
祝
福
し
十
一
月
二
一口
の
同
窓
会
も
間
近
に
迫
り

た
い
。
薬
害
に
て
御
案
内
し
た
よ
う
に
、

+
久
し
ぶ
り
に
諸
兄
姉
と
杯
を
酌
み
交
す
事

三
十
五
周
年
祝
賀
ク
ラ
ス
会
を
大
々
的
に

一
が
出
来
る
と
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り

計
問
し
ま
し
た
。
是
非
御
参
集
下
さ
い
。
ま
す
。

そ
し
て
再
び
来
る
こ
と
の
な
い
若
き
日
を

さ

て

、
今
年
は
銀
体
で
日
本
最
高
の
ス

せ
め
て
も
の
思
い
出
に
語
り
一
タ
を
過
そ

一
キ
ヤ
キ
を
味
わ
い
な
が
ら
楽
し
い
秋
の
一

う

で

は

な

い

か

。

夜

を

過

そ

う

と

左

記

の

如

く

第

三
回
日
の

五

十

鈴

4
2
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ノ
川
年
の
こ
と
な
が
ら
月
日
の
経
過
は
全

く
H
f
い
も
の
で
、
本
年
も
同
窓
会
が
愈
々

迫
っ

て
米
ま
し
た
。

級
以
州
Uλ

に
は
佐
々
御
壮
健
に
て
御
活
躍

の
こ
と
と
有
じ
ま
す
。

さ
て
本
年
は
す
で
に
御
承
知
の
如
く
去

る
八
川
に
熱
海
で
第
十
四
回
総
会
を
行
い

ま
し
た
の
で
今
凶
の
十

一
月
は
例
会
と
し

て
聞
ぷ
致
し
ま
す
。

、
日

時

卜

一
月
三
日
午
後
六
時

二
場
所
於
沢
千
(
国
電
中
央
線
中

野
駅
北
口
下
車
約
三
分
〉

壱
千
円
也

来
年
度
十
五
週
年
級
会
の

件
其
他

、
会
費

.
、
議
題

戸】

一
、
日
時

一
、
会
場

逝

去

会

池

田

措

氏

(

7

)

t

M

員

烈
県

現
住
所
変
更

へ
敬
称
時
)

・

3所
式
(
お
)
杉
花
ば
東
出
町
一
ノ

八
巾
之
川
消
始
方

子治

田

新

也

(
口
・
3
制
限
原
市
火
白
川
相
撲

ー
染
病
院

崎
円
綿
徳
(
幻
)
新
山
川
区
市
ケ
パ什ム口
川

L
し

荻

原

貞

雄

(
】白
・
ω)
神
戸
市
兵
庫
区
小
松

辿
問
ノ
一
一

J

今
州
庁
長
(
引
品
)
以
柿
山
川
官
沖
市
宮
本

-

1

 

川
r

一コ
J

一

期

会

高
添

一
郎
(
羽
)
小
野
区
川
政
町
一

全
国
一
期
会
諸
兄
!

中

部

支

部

(

愛

高

梨

恒

一
(
引
さ
法
必
区
楠
畑
一
二
り

一

;

I

;

J

l
 

知
、
三
重

そ

の

他

〉

の

会

員

諸

兄

に

救

援

川

い

三
明
?
:
ノ

下

さ

い

。

小

林

昭

男

(

犯

〉

熱

海

市

和

川
本
一
三

当
級
会
本
部
が
調
査
し
た
結
果
、
都
筑

↑
(
旧
性
浅
井
)
じ
ノ
二

兄
宅

(
名
古
屋
市
西
区
〉
で
は
、

幸

に

し

阿

部

勤

(

初
)
杉
怯
区
和
川
本
町
二

て
水
，佼
し
に
は
な
ら
な
か

っ
た

が

自

宅

診

九

相

沢

方


